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１．ICT活用に積極的な会津若松市
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会津若松市のご紹介
● 人口　およそ１２万３千人
● 地理

福島県の西部、会津盆地の中央に位置してお
り、磐梯山や猪苗代湖など豊かな自然に囲まれ
た、自然景観に恵まれたまち

● 歴史
古事記や日本書紀などにも「相津」と記され、
東と北の出会う重要な接点として位置づけられ
ている。
また、会津は、戊辰の戦いによって武家支配が
終焉を迎えるまで、中央と地方（奥州）との政
治勢力が拮抗する一大拠点であった。

● 産業
国内有数の観光産業　　酒、漆器等の地場産業
ＩＣ関連の最先端産業　ＩＴ関連産業の創設
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会津大学

● スーパーグローバル大学（文部科学省）に採択
（教員の約４割が外国人：授業・卒論は英語）

● コンピュータサイエンス領域で学生数全国１位
（毎年２４０名入学）

● 大学発ベンチャー数が公立大で全国１位
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日本初のコンピュータサイエンス専門大学
（平成５年に開学）



ICTの活用事例をご紹介します！
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タブレット等を活用した「しんせつ」窓口
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関連情報：市公式サイト（http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2014022700037/）

● ＩＣＴを活用したしんせつ窓口の実現
⇒タブレット端末を活用し、聞き取りによる申請手続きを行う

申請書を
記入しなくて良いのは

助かるわ ♪

申請書を
記入しなくて良いのは

助かるわ ♪

画面に署名だけ
お願いします
画面に署名だけ
お願いします



住基と連動した統合GIS
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出典：esriジャパン株式会社サイト事例紹介（http://www.esrij.com/industries/case-studies/69564/）より

● 日々の住民異動を統合GISに反映



コミュニケーションサービス「あいべあ」

あいべあ
クラウド
あいべあ
クラウド
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● 住民の協働でまちを元気にする
地域密着型コミュニケーションサービス

※住民情報と連動して特定のエリアの利用者にのみ
メールを一斉配信する機能も実装

統合GISとの連携

住民が自由に使える
メーリングリスト、メールマガジン
電子掲示板  etc



会津若松＋（プラス）
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出典：会津若松スマートシティ推進協議会「会津若松＋」（https://aizuwakamatsu.mylocal.jp/）より

● レコメンド型 地域情報ポータルサイト



デジタルメッセージサービス「MyPost」
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出典：日本郵便株式会社 MyPost（https://www.mypost.post.japanpost.jp/）より

● 電子私書箱を目指した実証運用への参画



２．オープンデータの取組経過
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オープンデータの意義・目的

● 透明性・信頼性の向上
● 国民参加・官民協働の推進
● 経済の活性化・行政の効率化

電子行政オープンデータ戦略（ＩＴ総合戦略本部）より

● 機械判読に適したデータ形式
● 二次利用が可能な利用ルール

オープンデータと言えるためには・・・
ここに注目!!ここに注目!!
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行政の効率化・経済の活性化
● 市民のニーズにあった多様な形態での情報提供
⇒　オープンデータにすることで実現可能性が拡大

基礎資料基礎資料

行政側で
多くの人が
見やすいように
整形して公開

行政側で
多くの人が
見やすいように
整形して公開

オープンデータ
として公開

オープンデータ
として公開

地域企業
コミュニティ
ＮＰＯなど

これまで

これから

負荷軽減
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付加価値への対価も・・・
⇒新たな経済活動

多様なニーズに対応



小さく始めて大きく育てる

Think Big
Start Small
Scale Fast

多くの自治体に急速に拡大しているオープンデータ

最初の取り組みは、みんな小さな一歩からです。
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オープンデータの取組開始

● オープンデータの取り組みや動向への着目
⇒平成24年7月3日～

● 市公式サイトからのデータ公開　
⇒平成24年7月23日～　住基人口、公共施設マップ

※Start Small

ライセンスの明示

CSVでデータ公開
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民設のオープンデータ支援サービス

● LinkData.orgの活用（RDF形式での公開）
⇒平成25年1月28日～

出典：http://user.linkdata.org/　※「LinkData.org」より
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各市町村のオープンデータをランキング
● 「LinkData.org」の登録データを市町村ごとに一覧

出典：http://citydata.jp/　※「CityData」より

平成28年9月30日現在平成28年9月30日現在
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オープンデータコンテストへの参加
● コンテスト（LODチャレンジ 2012）
⇒公共LOD賞を受賞!!　（平成25年3月）

出典：http://lod.sfc.keio.ac.jp/blog/?p=1071　※「LODチャレンジJapan2012受賞作品発表のお知らせ」より
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平成13年度～　３ヵ年ごと

会津若松市地域情報化基本計画
● 第５次会津若松市地域情報化基本計画
～ICTを活用した魅力ある「情報化のまち」を目指して～

≪基本目標≫
●地域コミュニティとの協働に
よるきずなづくり
●災害に強いまちづくり
●情報化社会に適応した行政
サービスの向上　
●情報発信による地域産業・経
済の発展

≪基本目標≫
●地域コミュニティとの協働に
よるきずなづくり
●災害に強いまちづくり
●情報化社会に適応した行政
サービスの向上　
●情報発信による地域産業・経
済の発展

２次計画 ３次計画 ４次計画

５次
計画

１次計画

産学官公民
による

「連携」

大学

市民

企業地域
団体

行政

平成25年度～平成28年度

オープンデータ
拡充・普及啓発
推進を明記

オープンデータ
拡充・普及啓発
推進を明記

H25.04.01
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● 会津古今旅帳は、会津若松市が
オープンデータとして提供する、
会津の観光スポットをおよそ100
件以上登録

● 地図上で詳しい場所を確認する
ことができるほか、古地図を重ね
合わせて表示し、昔の地理を確
認することも出来る

出典：「http://yae-sakura.jp/drama/4226」

開発・公開：（株）デザイニウム

地域企業によるアプリ開発
H25.07.31
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３．地域コミュニティとの連携
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「消火栓マップ」のような活用事例が具体化

オープンデータ活用の具体例

他地区の応援だと
消火栓の場所が
わからないんだよ

消火栓の
位置情報を

オープンデータ
にしよう！

地域コミュニティ
市民ハッカー、地元ICTベンチャー

市役所

地元消防団

地図検索できる
アプリに

してみたよ！
会津大学と連携した
アプリ開発や
人材育成にも積極的

↓映像出典：NHK クローズアップ現代（H26.9.17放送）
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CODE for AIZU

行動 for 会津（CODE for AIZU）
　

⇒賛同・協力する人それぞれが
自分の立場やスキルでもって
地域をよくしていくためのコミュニティ

24

出典：CODE for AIZU WEBサイト（http://aizu.io/）より



オープンカフェ会津
25

● CODE for AIZUが主催する活動のひとつ
→ 行政職員も積極的にメンバーとして参加

市廃棄物対策課職員から問題提起し、
地域のごみ問題について意見交換
　

（H27/08/15：第８回オープンカフェ）

UDC地域拠点キックオフイベント
地域の課題を共有し、解決に向けた

ユニークなアイディアを考える
　

（H27/07/27：第６回オープンカフェ）

出典：CODE for AIZU WEBサイト（http://aizu.io/event/）より



庁内検討チームの設置

対応

評価

調整
・

指示

方針
報告

方針

情報化推進本部情報化推進本部

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報セキュリティ
委員会

情報セキュリティ
委員会

ＣＩＯ※（副市長）ＣＩＯ※（副市長）

庁内情報化
推進会議

庁内情報化
推進会議

当市の行政全般に係る
情報化推進

情報システム
導入・更新

セキュリティ対策
事故対応など

セキュリティ対策
事故対応など

オープンデータ
推進検討チーム

（関係職員による
調査・研究

※ＣＩＯ（ｼｰ ｱｲ ｵｰ ： Chief Information Officer）⇒最高情報統括責任者

設
置

H25.11～
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オープンデータ啓発イベント等との連携例
27

● Mashup Awards 11 部門賞予選
～ Mashup Awards Hackathon with Students 会津編 ～

行政職員も積極的に参加
コーディングに参加している職員も・・・
←

表彰式後の集合写真

← チームメンバーの高校生になにやら教えている？



４．オープンデータの利活用による
　　　　　　　　　　　　　　地域活性化
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オープンデータ活用基盤「D4C」

複数の形式に変換して
ダウンロード出来る
複数の形式に変換して
ダウンロード出来る

データ公開、機能要望など
リクエスト受付

データ公開、機能要望など
リクエスト受付
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DATA for CITIZEN（http://data4citizen.jp）
総務省「平成24年度補正予算 ICT街づくり推進事業」により構築

使いやすいアプリを提供
API経由でのデータ取得可能
使いやすいアプリを提供
API経由でのデータ取得可能



オープンデータによる業務の効率化
● 住基人口統計データをオープンデータ化した事例では、
⇒　公開に掛かる作業時間が４分の１以下に短縮

基礎データ基礎データ
編集・加工
WEBサイト
へ登録

編集・加工
WEBサイト
へ登録
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オープンデータオープンデータ

WEBアプリなら
検索するだけで
データが呼び出せ
るから便利!!

データを追加するだけで、
D4C上のWEBアプリから表示

これまで

これから



多様な形態での情報提供（具体例）
31

住基人口オープンデータ
（CSV形式）

表形式での表示
（D4Cアプリ）

※市公式サイトからリンク
（市で作成）

地図上で視覚的に表示
（D4Cアプリ）

地区ごとにグラフで表示
（D4Cアプリ）

民間の工夫により様々な見せ方が可能に・・・

※ H26コンテスト作品



オープンデータコンテストの開催
32

表彰式での集合写真（H27）
　

応募総数：54件
アプリ・サービス部門・・13件

データ部門・・ 6件
アイデア部門・・32件

活動部門・・ 3件

コンテスト最優秀賞受賞作品（H27）
 

「.maploy（マプロイ）」
D4Cや他基盤のデータを、
簡単に地図上に重ねて表示し
分析を支援するサービス



地元発の正式サービスに繋がった事例

オープンデータオープンデータ

デジタルデバイド解消に向けた
音声伝達によるオープンデータ
活用実証から実サービスへ

○月○日のイベント情報は・・・○月○日のイベント情報は・・・

現在、大雪警報が発表されて・・・現在、大雪警報が発表されて・・・

音声応答
クラウドサービス
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出典：福島民友新聞
（平成27年6月16日朝刊）



地元商店街等と連携している事例

オープンデータオープンデータ

近距離通信無線標識（ビーコン）
を使ったオープンデータ活用実証

※ビーコン設置位置の表示イメージ

ビーコン
連動
アプリ

ビーコンID
設置情報など
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公共交通機関等と連携している事例

オープンデータオープンデータ
車両位置

情報管理アプリ

※車両位置の表示イメージ

車輌位置情報及び走行情報の
オープンデータ活用実証

①車載したスマートフォン
で、加速度データを収集
（路面の凸凹等の計測）
同時に、現在位置を発信 →

位置情報を活用した
アプリの提供
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②より手軽なセンサーに
よる運用実証 ↓



５．まとめ
　（地方創生とスマートシティ会津若松）
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会津若松市の課題と方向性
37

● 課題：生産年齢人口の減少
⇒ 近年はファブレス・ファブライト化等が進み、製造業等の工場誘致
や過度の依存が限界
⇒ 会津大学の入学者数の６割が県外からの流入だが、卒業生の８割が
県外へ就職

● 会津の特色・強み
⇒ 会津大学というICT専門大学の存在
⇒ 12万人都市という実証実験をするのに適度な規模
⇒ 豊富な自然エネルギー、中心産業は第１次産業
⇒ 会津周辺地域は少子高齢化や過疎等の課題先進地

● 会津の方向性＝スマートシティの推進
⇒ 実証地域として、地方創生のモデル都市となり、他地域へ展開可能
なモデルとなることを目指す！



オープンデータオープンデータ

総合戦略におけるアナリティクス人材育成
38

● 会津若松市 まち・ひと・しごと創生総合戦略
（平成27年4月）
⇒会津大学を中心とした
　アナリティクス産業・ICT 関連企業の集積
　　　　　　　　　　(地方創生を推進するための5つの柱のひとつ)

　⇒アナリティクス人材育成の推進
　　仮想データによる教育ではなく、
　　　　　　実際のデータに基づくアナリティクス人材の育成

会津大学
アナリティクス講座



25万人が不足

アナリティクス人材育成の背景

● 日本ではビッグデータ関連の雇用が36万5千人分増える見込み
しかし、実際に雇用条件を満たせる人材は11万人程度

出典：http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/1210/04/news117.html
Gartner Symposium Report：201x年に情報システム部門はどうするべきか？

● ビッグデータは日本の経済成長の原動力にもなるはず。だが十分な
データ分析のスキルを持つ人材がいない。
人材育成の仕組みも充足しているとは言い難い。

国内の
ビッグデータ関連で
36万5000人分の

雇用増が
見込まれる

対応できる
人材は

11万人程度
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会津大学のアナリティクス人材育成
40

● ベンチャー体験工房：ビジネスアナリティクス

出典：会津大学WEBサイト「平成27年度ベンチャー体験工房7 」
（http://www.u-aizu.ac.jp/curriculum/aizuitnisshinkan/kobo7-2015.html）より

学生によるデータ分析結果の発表
市の職員も同席し意見交換

　

（H27/07/30：前期最終発表会にて）

学生が市役所を訪れ、データ分析に
関する要望や、提供データに関する
ヒアリングを実施
　

（H27/06/17：前期第九回にて）



情報政策部門を大学の施設内に移転
41

● 会津大学との連携強化のため市庁舎から大学施設へ

会津大学先端ICTラボ（LICTiA）
プロジェクトスペースに入居

　

新執務室では本庁舎等とテレビ会議 ↓

旧執務室
本庁舎中庭のプレハブ



会津若松市のWEBサイトでの情報公開
http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2009122400048/

詳しくはWEBで!!詳しくはWEBで!!

ご清聴ありがとうございました。
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